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令和４年度 第１１号 令和５年１月２７日 むかわ町立穂別中学校

令和５年新年を迎えるに当たって
校長 三品 秀行

少し時間が経ちましたが、改めまして新年明けましておめでとうございます。本年もよろし

くお願いします。令和５年は卯年です。兎の様から“飛躍の年”と言われますが、今年１年、

皆さんにとっても本校にとっても飛躍の１年になることを願っていますし、そのように取り組

んでいきたいと思います。

さて、昨年末に皆さんにお願いしていました学校評価ですが、お忙

しい中でお取り組みいただきありがとうございました。詳細につきま

しては、後日、改めてお知らせしますとともに、様々な御意見等につ

きましては、真摯に受け止め、個別に対応させていただきます。

概ね結果としましては、本校の取組に対して御理解をいただき御賛

同していると受け止めていますとともに、次の点については、課題と

して次年度の取組に生かしていこうと考えています。

【課題】
１ 生徒の学力に関すること
２ 生徒の体力向上に関すること
３ 異校種間や、地域・他地域との連携、交流

以上のことを踏まえ、第３学期の取組を進めるとともに、令和５年度の教育活動を検討して

いきたいと思います。

また、生徒たちには、冬休みの宿題としていた“勉強することの意義”や、“家庭で過ごす

時間の大切さ”、“これからの日本社会の未来”などについてお話しました。どのくらい、生

徒たちに伝わることができたか検証できませんが、少しでも生徒たちの「自己調整する力」に

寄与できたら幸いです。

以前にも何度かお話ししていますように、これからの世の中は予測困難な時代です。その中

で、知り得た知識や獲得した技能をどのように生かして、自らの思考力・判断力・表現力を巧

みに操り、よりよい生活を送るかという「生きる力」を子どもたちに身に付けさせなければな

りません。中学校を卒業して間もなく、必ず必要になる力です。そのために、本年も本校は全

力で教育活動に取り組んでいきたいと思いますので、今後も変わらぬ皆様方の御理解・御支援

を頂戴したいと思います。本年もどうぞよろしくお願いします。



１月２５日（水）に今年度９回

目の食指導を実施しました。今回

は、１月２４日（火）～１月３０

日（月）が全国学校給食週間に定

められていることから、学校給食

の歴史について学習しました。

生徒たちは昭和５１年の給食を

再現したカレー

ライスを食べな

がら、興味深く

話を聞いていま

した。

としいて

２月６日(月) ～２月１９日（日）は穂別地区家庭学習強化週間です。この取組は
穂別地区の児童生徒の家庭学習習慣の定着を目的としており、６月と１１月に続いて
今年度３回目の実施となります。穂別小学校と連携し、家庭学習の質・量の定着を図
るために、期間中は家庭学習の目標時間を計測して記録する等の取組を行います。
具体的な取組につきましては、後日、お子様を通じてリーフレットを配付しますの

で、そちらを御覧ください。各御家庭におきましては、家庭学習などについて、お子
様と話し合うよい機会にしてください。

現在、社会全体で「働き方改革」が進められていますが、本校におきましても、

教師が毎日元気に子どもたちの前に立ち、未来につながる力を育む教育を行うため

に、積極的に「働き方改革」に取り組んでいます。具体的には、業務を精選し、効

率化することで職員の在校時間を短縮する取組や、月に２～３回の定時退勤日の実

施、ＩＣＴ機器を有効に活用して会議の回数を削減する等の取組を行っています。

学校が「働き方改革」に取り組むことで、職員が心身の健康を維持することにつながり、結果として

教育の質が向上します。本校では令和５年も積極的に「働き方改革」を進めていきますので、 保護者の

皆様におかれましては、取組に対する御理解と御協力をお願いします。

令和元年から本校の介助員として勤務していただいている船坂亜紀さんが、出

産のための産前休暇・産後休暇及び育児休業に入ることになりました。

船坂さんには、主に特別支援学級における学習の支援を中心とした業務に携わ

っていただいております。休業後は本校に復帰する予定です。元気なお子さんを

無事出産し、また一緒に本校の生徒の育成を担うことを期待しています。

＜船坂亜紀さんから＞

２０１９年１１月より約３年間、介助員として勤務させていただきました船坂亜紀です。

私事ですが、この度、第三子出産に伴い１月２３日より産休・育休をいただくことに

なりました。生徒や教職員の皆さんには、つわりで体調がすぐれない時やお腹が大き

くなって大変になってきた時に「無理しないでくださいね。」「手伝いますよ。」とたくさ

ん声を掛けていただきました。皆さんの優しさに助けていただきながら、今まで働く

ことができました。感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました。元気な赤ちゃんを産み、育児が落ち着

いた頃に復帰する予定ですので、復帰後はまたよろしくお願いいたします。

入試を控えた３年生が正念場を迎

えています。３学期に入った校内では、

あらゆるところで三年生が頑張る姿を

見ることができます。公営塾で熱心に

学習する生徒、放課後に緊張した表

情で面接練習に臨む生徒、テストの

直前まで教科書やノートを見直す生

徒といったように、それぞれが希望進

路の実現に向けて努力しています。

希望の春がもうすぐやってきます。


